
 

 

 

 

 

 

 

第５9回 

○場 所：五加交流サロンほほえみ 

○時 期：令和３年 11 月 22日 19：00～2１：00 

○参加者：委員 2 名 一般 2名 行政担当 4名 ゲストスピーカー3名 

○新型コロナ対策を実施して開催しました。（マスク、手消毒、体温チェック、常時換気） 

 

第１ 開会 

   美しい村づくり委員会は毎月 1 回、地域づくりについて対話を重ね、今

回 59回目を迎えました。 

今年度の委員会は「学びあい」をテーマに活動しています。第 1回は「茶

産業振興施策について」、第 2 回は「SDGｓと持続可能な地域づくり」、

第 3回は「地域のデザイン・地域の編集」、そして今回第 4回は「関係人

口」についてです。ゲストスピーカーは、NPO法人 G-net の新井みなみ

さんと東白川村プロジェクトに参加した大学生の根岸さんと金古さんで

す。NPO法人 G-net さんは、社会教育・まちづくりなどの事業に取り組

んでおり、岐阜市を起点に地域産業の経営革新と、担い手となる右腕人材

の育成に取り組み、地域活性を支える事業を輩出し続けています。 

「ひとが起点となる、挑戦と変革のまちづくり」の NPO 法人 G-net さんの

事業紹介と実際に東白川村プロジェクトに参加した大学生の報告をとお

して、「持続可能な村づくり」を学び合いましょう。（ファシリ：村雲和裕） 

第２ 村長あいさつ 

１ 今回は「学びあい」第 4 回ということで、G-net さんにお話ししていた

だきます。G-net さん、お世話になりました。本日もよろしくお願いし

ます。先日、全国山村振興連盟の総会に出席しました。栃木県茂木町長

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



 

が講演され、共感したことがいくつかありました。「関係人口」「交流人

口」「半農半 X」「ふるさと回帰」などの言葉がありますが、これらは言

葉であって、すぐに定住人口増加につながるというものではありません。

地域の持続には、定住人口が重要で、地域には、世帯で住み続けること

ができる環境が必要で、その方針で村は移住定住施策に取り組んでいま

す。村に移り住む方が、事業を新しく起こし、経済的自立が可能となる

仕組みづくりができれば、日本の7割ほどの山村でも暮らしていけます。

そのために、森林環境税を全て山村活用していくべきだと講演会では盛

り上がりました。事業を新しく起こし、経済的自立が可能となる仕組み

づくりが今後の政策課題です。 

  村の将来像である、小さいながらも、人がいきいきとかがやいて活躍し

てこそ、わたしたちのむらに、地域力が生まれることを村民の方へしっ

かり示していかなくてはならないと考えています。 

  そうした定住人口施策に高野君ががんばってくれています。そんな中、

YouTuber の方が村に移住されました。東白川村移住動画がいくつかア

ップされていて、再生数はとても多いです。YouTube から、大変多くの

方に東白川村を知ってもらえることは、とても嬉しい今朝のニュースで

した。 

第 3 第４回学びあい会「関係人口」 

 １ 事業紹介 

   紹介者：NPO法人 G-net 

スタッフ：新井みなみさん 

村担当者：樋口（総務課企画財政係） 

大学生：根岸さん（拓殖大学 4年） 

       金古さん（中央大学 2年） 

 ２ 紹介内容 

   NPO法人 G-net 

 （１）自己紹介 



 

    ・NPO法人 G-net の理念に共感し応募しスタッフに。 

    ・白川町特定地域づくり事業共同組合準備室に所属。 

     （全国 22自治体） 

 （２）事業の種類と説明 

    ・創業 20周年。NPO法人として地域活性化に寄与。 

    ・事務所にコワーキングスペースを併設。 

    ・長期インターンシップ等の人材紹介業。 

    ・採用支援、兼業副業のマッチングプラットフォーム運営。 

    ・地域に意欲ある若者を！企業に若者を受け入れる土壌を。 

    ・全国 24のパートナー団体。 

    ・トヨタ自動車と提携し、トヨタの社員をプロボノ※として地域の事業

所へ派遣している。地域事業所では一貫した働き方を学ぶ。 

（事例：鬼瓦製作所） 

    ・学生版ふるさと兼業について。 

    ・学生が企業と仕事として係わることに意義がある。 

    ・飛騨市のふるさと兼業の事例紹介。 

     ・電子マネー「さるぼぼコイン」 

     ・お米の販路拡大。 

     ・求人シートを丁寧に作成することで、理念や想いに共感し応募する

ことができる。 

    ・長野県東御（とうみ）市のプロボノ事例紹介。 

     ・市運営のオンラインショップのマーケティングと改革。 

     ・東御市ファンクラブについて。 

    ・東白川村学生版ふるさと兼業について。 

     ※専門家が社会貢献するボランティア活動 

 （３）質疑応答 

  （Q１）ふるさと兼業の報酬と働く時間は？ 

  （A１）通常オンラインで、報酬の相場は３万円です。働く時間は、週１・



 

２回のミーティングと月に 20時間ほどです。また、タスクによっ

て働く時間は様々です。Slack※を使って頻繁にコミュニケーショ

ンをとっています。 

    ※チームとコミュニケーションを図るためのアプリケーションソフト 

  （Q２）ふるさと兼業の認知度はいつ広がりましたか。また、広がるきっか

けは？ 

  （A2）新型コロナがきっかけで、オンライン環境が普及したことです。兼

業者への PRをしなくても問合せは増えています。 

  （O１）関係人口から定住人口へ発展するところも考えたい。担い手確保と

仕事を新たに作り出す難しさがあります。特定地域づくり事業でも

そうですが、ニーズが集中し仕事のマッチングが難しい。いっぽう、

村では、森林環境税を活用し林業・建築業の新規就業者 10 名とい

う実績があります。また、トマトの新規就業者もあるなか、茶業は

とても厳しい状況です。お米については、今年度の価格が下がり、

ふるさと納税でも価格競争で厳しい状況です。（村長） 

  （Q3）他の自治体では課題の洗い出しはどうしていますか。 

  （A3）G-net と一緒に考えています。また、第三者団体が関与しているケ

ースもあります。 

（４）担当者からの説明 

５W2Hで事業説明を行いました。 

（５）学生によるプロジェクト報告 

   プロジェクト取組み紹介と新たな企画 3 点のプレゼンを行いました。学

生は、本プロジェクトをとおして、東白川村が第２のふるさととなり、ひ

きつづき村と関係していきたいと発表しました。とくに、村特産品の販促

活動を行いたいとのことでした。 

第 4 閉会 

【次 回】 １２月２３日 19時から 21時  

場所（五加交流サロンほほえみ）  テーマ「私の近況報告」 
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東白川村プロジェクト成果発表


根岸宏旭 金古夏葉
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1．プロジェクト成果


調査 茶蔵園さん


2月 3月 4月 5月 6月 7月


SNS運用 1


ふるさとチョイス編集


アンケート実施


8月


関係人口創出案


インタビュー記事作成


SNS運用企
画書作成


Instagram/Facebook運用運用企画書 Instagram/Facebook運用
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スケジュール


調査


調査


実施


作成


ふるさと企画さん


調査


ふるさとチョイス再編集案作成


運用企画書作成 Instagram/Facebook運用


2/19 8/18







1．プロジェクト成果


①SNS運用







1．プロジェクト成果


本ふるさと兼業のプロジェクト


「東白川村のふるさと納税PRとご縁を繋ぐ関係人口創出の企画運営担当者募集！」の期待される成果は以下の通り。


SNS運用







1．プロジェクト成果


Instagram Facebook


特徴


・視覚的なアピール（「映える」写真）


・短文かつ魅力的な文章


・ハッシュタグ投稿


・若者の検索ツールとしての役割


・ライブ配信可能


・長文投稿、コアな情報


・外部サイトへの誘導


・投稿シェア機能、「いいね」拡散


・グループ作成


・基本ユーザー名は実名


メリット


・若者層での村の知名度向上


・写真や動画を使ってインパクトのある広報をし


やすい


・拡散性高い


・ふるさとチョイスへの誘導がしやすい


・グループによる新たな関係人口の創出


デメリット
・投稿の質にフォロワー増減が左右される


・拡散性が低い（シェア機能がない）


・フォロワー数を増やしくい可能性


ターゲット層 旅好き・田舎好きな20～30代 東白川村に興味を持つ20～50代


活用方法 ・村のおしゃれな写真を中心に投稿 ・天気、イベントなど村の「今」を投稿


ＳＮＳの有効性







1．プロジェクト成果


先行事例


栃木県那須町 神奈川県葉山町 北海道浦臼町


期間限定アカウント（1
年間）


「映え」を意識！フォロワ
ー3万５千人越の大人気
アカウント 特産物の魅力


を長文発信







1．プロジェクト成果


Instagram運用


投稿数：92


フォロワー数：348（令和3年11月22日時点）


本プロジェクトの中で期待される成果のうち、「SNSやHPの発信媒体を整備」を実現すべく


SNSアカウントの運用を開始。


Instagram：


・20代の利用率が高い。


・活用方法や特性について理解しているため、村を効果的にPRすることができる。







1．プロジェクト成果


Facebook運用


Facebook：


・長文投稿、コアな情報が投稿しやすい


・外部サイトへの誘導が容易


・投稿シェア機能、「いいね」拡散


・グループ作成


・基本ユーザー名は実名


投稿数：37


フォロワー数：62







1．プロジェクト成果


②アンケート実施







1．プロジェクト成果


アンケート実施


https://forms.gle/dZvgmbwQv6sPWd4z9


回答数：63
実施期間：2021/8/10〜2021/8/18


集計方法：Googleフォームで作成・集計


目的：・関係人口創出企画の実現可能性を知る


・若者の地方との関わり方について知る


回答者：つなキャン参加者（ほとんど大学生・高校生）、根岸・金古の友人


アンケート



https://forms.gle/dZvgmbwQv6sPWd4z9





1．プロジェクト成果


アンケート回答者


神奈川県 12人


東京都 10人


愛知県 7人


千葉県 4人 等


【年齢層】【出身地】







1．プロジェクト成果


SNS運用の重要性


１位：テレビ・雑誌 ２位：SNS ３位：人から聞いて







1．プロジェクト成果


１位：SNS ２位：インターネット ３位：マスメディア（テレビ、雑誌など）


SNS運用・インターネット活用の重要性


実感を入れる







1．プロジェクト成果


③ふるさとチョイス







1．プロジェクト成果


１．茶蔵園「白川茶３本セット」：15商品


２．ふるさと企画「とまとのまんま」：14商品


３．ふるさと企画「桧ベンチ・杉ベンチ」：4商品


４．ふるさと企画「桧のまな板」：1商品


５．山に生きる会「薪」：8商品


ふるさとチョイス変更対象商品（2020年8月19日現在）


計：42商品(返礼品全体108商品）







1．プロジェクト成果


１．茶蔵園「白川茶3本セット」


現在使用されている商品画像


等







1．プロジェクト成果


２．ふるさと企画「とまとのまんま」
効果的な写真
表現の提案
（写真はない
が採用されれ
ばこのような
イメージの写
真を提供して
いただく）


商品紹介文


現在使用されている
画像・PR文章


等







1．プロジェクト成果


３．ふるさと企画「桧ベンチ・杉ベンチ」


現在使用されている画像


画像にＰＲ文章


効果的な写真表現の提案
（写真はないが採用され
ればこのようなイメージ
の写真を提供していただ
く） 等







1．プロジェクト成果


４．ふるさと企画「桧まな板」


現在使用されている画像


画像にＰＲ文章


効果的な写真表現の提案
（写真はないが採用され
ればこのようなイメージ
の写真を提供していただ
く） 等







1．プロジェクト成果


５．山にいきる会「薪」


現在使用されている画像


等


画像にＰＲ文章







1．プロジェクト成果


③インタビュー記事作成







1．プロジェクト成果


インタビュー


第一回：茶蔵園（森本健二さん） 第二回：ふるさと企画（中野康平さん）







1．プロジェクト成果


先行事例：ほぼ日刊イトイ新聞


≪ポイント≫


・会話スタイル


・文章の間に写真挿入


１．インタビュー記事作成


https://www.1101.com/store/nihonc


ha/tsukimasa/2018-06-23.html







1．プロジェクト成果


記事をFacebookにて公開しました。１．インタビュー記事作成







1．プロジェクト成果


先行事例：福岡県福岡市Instagram


≪ポイント≫
・簡潔にまとめる


・印象的な言葉をピ
ックアップ


・画像に文字を挿入
→Instagramの特性を
活かす


２．Instagramにてインタビュー記事概要発信







1．プロジェクト成果


２．Instagramにてインタビュー記事概要発信


リーチ：327（うち37％フォロワー）/ プロフィールアクセス：27


リーチ：263（うち60％フォロワー）/ プロフィールアクセス：10







プロジェクトを終えて


02







３．プロジェクトを終えて


〜感想〜







関係人口創出のための施策


03







２．関係人口創出創出のための施策


目的


村外の学生を中心とする若者に能動的に参加して


もらう企画を通して東白川村の関係人口を創出す


る。


地方創生や地方自治に興味のある学生は9割以上、


そのうち自分が活動する特定の地域がない学生は


約6割
↓
学んでいることを活かす場としての東白川村の価


値


２．関係人口創出創出のための施策







２．関係人口創出創出のための施策


東白川村の維持 村を想う人


住民 役場


都市住民


学生


外国人


村外の人







２．関係人口創出創出のための施策


村外の人


都市住民


学生


外国人


東白川村の維持







２．関係人口創出創出のための施策


村外の人①村に関わる を増やす


② へ提供できるもの（お返し）
のあり方を確かめる


村外の人







２．関係人口創出創出のための施策


特産品
購入


寄付
ふるさと納税


頻繁な
訪問


現地
ボランティア


特産品
購入


二拠点
生活


移住
定住


関係人口の段階別


観光







２．関係人口創出創出のための施策


施策案 １．村の魅力や問題点を話し合い解決策


を考える座談会


２．村おこしプランや政策を作成し専門


家や役場職員に向けて発表する政策提言


コンテスト


３．都市部で村の特産品の販売イベント


４．SNS運用や村についての記事作成


５．全部


６．どれも興味ない


７．その他


２．関係人口創出創出のための施策







２．関係人口創出創出のための施策


全3回（続行可能性あり）、各回1時間30分


趣旨：村が直面する課題を毎回異なる観点から考え、議論し、解決策を考える。


協力者：村民の方（村役場職員や特産品に関わる村民の方など）


１．座談会（ワークショップ）
「東白川村オンラインサミット～あなたが村をプロデュース～」


≪タイムスケジュール≫


１．あいさつ（5分）


２．自己紹介＆アイスブレイク（20分）


３．パネルディスカッション（20分）


４．参加者から質問（10分）


５．話し合い（15分）


６．まとめ（20分）


２．関係人口創出創出のための施策







２．関係人口創出創出のための施策


先行事例：福島県大熊町「大熊つなげ隊」


２．関係人口創出創出のための施策


大熊つなげ隊 https://okuma-hero.com/intern


目的：大熊町出身者や応援している人のつな
がりを深める
・興味がわく
・つながりづくり
・絆づくり


【第二回大熊つなぎ】


【ワークショップ】


テーマ１：特産品の味を届けるには？


テーマ２：芸術文化で大熊町につながりをつくりに
は？


≪流れ≫


１．大熊町の担い手から町の現状について話をきく


２．アイデアブレスト


３．アイデアを形にする


４．実践＆発表、フィードバック


※全４回、オンライン＆現地開催


１，２を座談
会で行います



https://okuma-hero.com/intern





２．関係人口創出創出のための施策


２．政策提言コンテスト


２．関係人口創出創出のための施策


東白川村の持つ課題をグループごとに別れて議論し、その解決策となる取り組みを発表する。
議論に住民の方も入ってもらうことで、他の参加者はより課題をリアルに感じることができる。


・概要


・開催形態


ZOOMを使用。実施期間、時期等は未定。


・コンテンツ


①住民・学生のワークショップ


②課題とその解決策をまとめ、発表（最終日）


③村職員からのフィードバック


④専門家等からのフィードバック







２．関係人口創出創出のための施策


先行事例：むらおこしコンテストinふっつ 2022


千葉県富津市の中の5つの地区についてその地域における課題を発見・解決していくプランコンテスト。最


終日には発見した課題や解決策について発表を行い、市の職員などからフィードバックを受けることがで
きる。


２．関係人口創出創出のための施策２．関係人口創出創出のための施策


・概要


・開催形態


ZOOMを使用。３日間、10:00-21:00の間行われる。


・コンテンツ


①住民の方とのワークショップ


②課題とその解決策をまとめ、発表（最終日）


③市職員からのフィードバック


④著名人による講演







２．関係人口創出創出のための施策


３．都市部にて特産品販売


２．関係人口創出創出のための施策


・目的


今まで村に関わりのなかった人（今回は、ふるさと兼業のプロジェクト目標及び、到達のしやすさを考
えて東京都に通学・居住する学生がターゲット）に、東白川村が持つ魅力ある特産品をより多くの人に
知ってもらい、村への興味を持ってもらう。


・概要


都市部で開催されるマーケット、根岸・金古の通う大学等（場所は検討中）で村の特産品を販売すると
ともに、パネルなども用意し、来場者に対して村の知名度向上を図る。


・得られる効果
● 都市部にいながらにして、東白川村に触れてもらえる機会を提供できる。







２．関係人口創出創出のための施策


先行事例：①拓殖大学徳永研究室 大学にて特産品販売


２．関係人口創出創出のための施策


同徳永研究室は、山梨県富士川町を対象地域として地方創生について研究。
同町の知名度を上げるため、町の郷土料理”みみ”を販売した。


大学職員に好評。学生の活動を応援するつもりで購入？


ポスターや動画で富士川町の情報掲示→町に興味を持つ機会を創出できた。
購買会のほとんどの利用者を大学生が占める→大学生向けの情報


同町の業者から大量購入（購入費は研究室費用）、購買会の特設ブースに
て在庫限りの販売


・反省点


・反響


・販売形態


・概要







２．関係人口創出創出のための施策


先行事例：②地域のレストランで販売


大学付近のショッピングモール内にあるレストランにて、”みみ”と
レストランのメニューを掛け合わせた料理を販売。


反応は良く、店側の提案で販売期間が延長された。


料理・研究室・町の紹介と、情報が多かった。→”町の紹介”に絞ればよ
かった。


”縁起物”の意味もあり、年末の期間限定販売とした。
メニュー、仕入れは店が担当。店内外の掲示物は学生が制作。


・反省点


・反響


・販売形態


・概要







２．関係人口創出創出のための施策


青森中央学院大学と久留米大学の学生が大分県


や福岡県の道の駅にて青森県の特産品を販売。


学生は跳人衣装に身を包み、津軽弁で接客を行


った。


参考：青森中央学院大学


２．関係人口創出創出のための施策


先行事例：青森中央学院大学



https://www.aomoricgu.ac.jp/blog/aomoricgu/topics/article-42335/





２．関係人口創出創出のための施策


４．東白川村でやりたいこと


根岸
・村と自身の所属する研究室を繋げたい
・返礼品の写真を撮影したい
・村のグルメを堪能する！
・一定期間村に滞在し、村の暮らしを体験したい。
→都市の良さ、村の良さなどを比較できる。


金古
・村民の方が村に対してどのような課題意識を持っているのか話を聞く
・東白川村役場の方と村の活性化に対する取り組みの話を聞く
・特産品である美濃白川茶の製造過程や東濃ひのき林を実際にみてみたい
・朴葉寿司とツチノコ焼きを食べてみたい（写真でしか見れなかったので…）
・先進事例である飛騨市の取り組みについて学ぶ







CREDITS: This presentation template was created 
by Slidesgo, including icons by Flaticon,and 


infographics & images by Freepik


Thank You!
ありがとうございました！


これからも、東白川村の関係人口の一員
として村に関わっていきます！


Please keep this slide for attribution



https://slidesgo.com/

https://www.flaticon.com/

https://www.freepik.com/






NPO法人G-net


「休眠預金を活用した新型コロナウイルス対応緊急支援助成事業」


東白川村プロジェクト


「ふるさと納税PRと新しい関係人口創出」







キーワード


○関係人口 ○新しい繋がり方 ○チームよりゆるいつながり







What （なにを）


都市部の大学生とオンラインで村の課題解決に取り組む


-- ふるさと納税PRと新しい関係人口の創出 –


-- コロナ禍後のつながり方 --







WHY （なぜ）


答えのない複雑で難解な課題だからこそ


東白川村の多様な関係の実現が


持続可能な村づくりに必須だから







Who （だれが）


大学生：2名（神奈川県在住）


東白川村：総務課企画財政係 樋口


NPO法人G-net：新井みなみさん







When （いつ）


２０２１.２.１９ から ２０２１.８.１８


６ヶ月間







How much （いくら）


学生雇用費：週15ｈ×６ヶ月×２名 ９００円/ｈ（補助金）


NPO法人G-net：ふるさと兼業費（補助金）


交通費・宿泊費：１泊２日×２名







How （どのように）


募集： NPO法人G-netホームページ（１２日間）


形態：学生がNPO法人G-netから東白川村へ出向 ふるさと兼業


作業：全てオンライン(週１MTG、月１モニタリング、随時個人対応）


ツール：slak , Zoom , LINE , GoogleWorkspace , Miro


ふるさと納税PR：SNS発信、ふるさとチョイスHP再編集





